
《ロータリーソング》
　○　それでこそロータリー

《会　長　報　告》
　○　みなさん、こんにちは。不順な天気が続き

ましたが、早く暖かくなるといいですね。3 月
3 日雛祭りの日、長野北 RC の創立記念例会
にお招きをいただき、小山ガバナー補佐、佐
藤幹事とともに、例会、懇親会に出席してま
いりました。お招きいただいた理由は当長野
東 RC が長野北 RC のスポンサークラブだか
らであります。長野北 RC は今から 32 年前
の 1984 年 3 月 1 日に設立されました。設立
に至ります経過を少しお話ししますと、ご存
知の方も多いと思いますが、当時我々の所属
する地区は RI260 地区という愛知県と長野県
が一緒の地区でした。それを愛知県と長野県
にそれぞれ分割するという方向の動きが起き
ていました。そんな中、1983 年の 9 月 14 日
に当クラブのガバナー公式訪問において、地
区分割にむけて、クラブ拡大の話が出て、当
時当クラブから分区代理（現在のガバナー補
佐）が出ていたこともあり、当クラブが主体
的に動いてほしいということになりました。急
遽、長野 RC, 長野東 RC, 長野南 RC の会長
幹事会を開催し、協議の結果、当クラブがス
ポンサーとして新しいクラブを結成することと
なりました。早速翌 10 月より活動に入り、11
月 7 日には地区ガバナーより特別代表等が委
嘱され、当クラブの中に新クラブ結成の拡大
準備委員会が設置され、当クラブ会員の中か
ら 4 名の会員が新クラブのキーメンバー（新
クラブへ移籍するメンバー）として選出され
ました。そして、チャーターメンバー（創立

会員）の人選も急ピッチで進め、翌 1984 年
の 3 月 1 日に創立総会が開催され、3 月 20 日
に RI より加盟承認をいただき、6 月 24 日に
認証状伝達式が執り行われるという超ハイス
ピードの創立でした。みなさん、何かお感じ
になりませんか、当長野東 RC の創立の時の
ことを思い出してください。働きかけがあって
から、4 年という長い歳月がかかりながら、い
ざ設立へと決まると、7 月に設立趣意書、8
月にキーメンバーを決め、9 月に準備会、RI
加入承認前の 10 月 5 日に創立祝賀会をやろ
うとし、生まれる前に出産祝いをするのか ? 
とガバナーをはじめ関係者をおどろかした当
クラブの DNA を立派に引き継いだ長野北ク
ラブが誕生したのです。今後も末永く長野北
RC とは仲良くやっていきたいと改めて思いま
した。

《出　席　報　告》
本　日 出　席 欠　席 出席率

会員数 59名 27名 32名 45.76%
前々回　3月2日 訂正出席率　71.15%

《ニコニコボックス》
　夫人誕生祝い：北島　義仁君
　遅　　　　刻：和田　晶宜君
　欠席当日連絡：永井　真介君
　無 届 け 欠 席：和田　晶宜君
　ノ ー バ ッ ジ：倉石　智典君

　○　本日卓話をさせていただきます。
 柳澤　幸一君
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　○　3 年間、長野東ロータリークラブの皆様
には公私ともに大変お世話になりました。
皆様のお陰をもちまして有意義な長野での
生活を過ごすことができましたことを心よ
り御礼申し上げるとともに、当クラブのご
発展と皆様の益々のご健勝をお祈りしてお
ります。 山川　浩之君

　○　社内の人事異動により、3 月末で退会さ
せていただきます。大変お世話になり、あ
りがとうございました。 降旗　宏吉君

　○　寒暖差によるアレルギーを発症しました。
皆様もお身体を大切にしてください。

 夏目会長
　○　三寒四温、本日は暖かいですね。ご自愛

ください。 佐藤幹事

《退　会　挨　拶》
　○　降旗　宏吉君
　　　この 4 月 1 日付の人事異動で、長野営業

所長から長野県下全般を扱う営業部長に異
動になりました。今度何をやるかと言いま
すと、新聞等でご存じとは思いますが自由
化の関係です。売る方一色でこれからやっ
ていきたいと思っています。私は昨年 7 月
に入会し、この度たった 9 ヶ月で退会とな
り、誠に申し訳ございません。社命ですの
でお許しください。これから創立 50 周年記
念行事等参加させていただきたいと思って
いたのですが申し訳ありません。

　　　今度後任が山本と申しますが、入会させ
ていただきますのでよろしくお願いいたし
ます。本当に皆さんにはお世話になりまし
てありがとうございました。

　○　山川　浩之君
　　　思い起こすと 3 年前に入会させていただ

きまして、あっという間の 3 年間でした。
本当に皆様のお蔭で長野の日々が充実して
おりました。改めて御礼申し上げます。今
度はどこに行くかと言いますと、東京エル
ジータンカーというタンカー会社となりま
す。タンカーについては何もわからない状
態ですが、ただ私の父親が昔外国航路の船
員をやっていまして、やはり何かの縁かな
と思っております。

　　　皆様には本当にお世話になりました。50
周年記念式典に出られないのが心残りなの
と、あと皆様にご迷惑をお掛けしますが今
度本社ビルを建て替えます。その新しい執
務室で執務できなかったことです。

　　　また長野に来る機会もあろうかと思いま
すのでその際はよろしくお願いいたします。
50 周年、また更なるクラブのご発展と皆様
のご健勝をご祈念申し上げ退会の挨拶とさ
せていただきます。

《本日のプログラム》
　○　会員卓話
　　柳澤　幸一君　「文具歴史探訪」

《3月 23 日のプログラム》
　○　会員卓話
　　愛甲　宏明君

《3月 23 日のメニュー》
　○　洋コース
　　・鹿肉のカルパッチョ　香味野菜添え
　　・メカジキの軽いスモーク　オレンジ風味
　　・ヨーグルトと苺のヴェリーヌ
　　・パン、コーヒー

= 次週例会予告 =

《3 月 30 日》休会

《4月 6 日のプログラム》
　○　クラブフォーラム

《4月 6 日のメニュー》
　○　和定食
　　・サワラのたたき　信州サーモンの造り
　　・油カレイ煮付け　季節の野菜
　　・鶏カツ
　　・桜ご飯
　　・味噌汁　香の物
　　・抹茶わらび餅と果物


